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颯刺的 ・仔情的 自己治療

黒 田 修

本 論で扱 う物 語詩Parisinaは 歴史 上実 在 した女 性 の 名 をそ の まま 表題 に して い る。

ParisinaMalatestaは,13～16世 紀 イ タ リア北 東 部Ferraraの 地 を支配 した王侯Este家

のひ と りNiccoloIII(1383-i441)の 二人 目の妻 であ り,Niccoloの 私生 児Hugo(ugo)

と彼女 との密通 を知 った夫Niccoloが 二 人を 断頭 の刑 に処 した事 が史 実 として残 って い る。

その 出来 事は,詩 人バ イ ロン(George,Gordon,LordByron)が この作品 の 基 を置 く
にわ いきさつ

Gibbonの"AntiquitiesoftheHouseofBrunswick"に 述 べ られ て い る 。又,事 件 の 経 緯 を

(2)

あ る 程 度 詳 し く記 し たFrizziのHistoryofFerraraと い う資 料 が あ り,し か も そ の 関

ゆ

係の あ る部分 を詩人 自身が訳 出 し,作 品 の下 敷 に して い る一節 があ る。 素材か ら作品 に ど

う発 展す るかを見 る上で,ま ず この直接 の下敷 に着 目してお きたい。

その一 節に よる と,1405年,Stelladell'Assassinoと の問に生 まれたHugoは 美 し くも

純 真で父Niccoloに よってや た ら偏愛 され てい たが,継 母の例 に もれずParisinaに は冷

た くあ し らわれ ていた。 そ の ことを遺憾 に思 って いたNiccoloは,時 を経 たあ る 日,彼 女

が旅 の 許可を求 めた折 にHugoを 同伴す るな らとい う条 件で許 した。 共 に旅す る うちに彼

女 が頑 な まで にHugoを 毛嫌 いす る 気 持が和 んで くれ れぽ と願 っての ことで あ ったが,

その期待 以上 の結 果 とな って,旅 か ら帰 ってか らは もはや以前 の よ うに彼 が小言を 言 う必

要 は全 くな くな った。 それ どころか逆 に,血 のつ なが りは ない ものの,継 母 と息子 の関係

を越 えた仲 にな って いた。 そ してあ る 日の こと,Zoeseと い うNiccoloの 下僕 がParisina

の幾つ かの 部屋 の前 を通 りか か った ところ,彼 女 の部屋付 きの女 中の一人 が全 く怯 え た

様 子で泣 きなが ら出て くるのに出会 った。訳 を聞 くと,さ っきか らず っ と女主 人 に 折 橿

されて いた,そ れ も女 主人が ち ょっ と腹が立 ったか らとい うだけで の こ とだ った と答 え,

興奮 が収 ま らない ま ま腹癒せ に,自 分 の女 主 人 とHugoと の近親相 姦的 な仲を訴 えて 出れ

ば彼女 な どひ とた ま りもないんだ とまで述 べた。 その ことをZoeseは 主人 に伝 え た。驚

い たNiccoloは 自分 の耳を疑 ったが,妻 の部屋 の天 井 に設 けた穴 か ら覗 いてみ てそれ が事

実で あ る ことを知 った。5月18日 の こ とであ った。Niccoloは た ち まち烈 火の如 く怒 り狂

い,彼 等2人 と,Parisinaの 従者 と,彼 女に罪 の行為 をそ そのか した者 として部屋 の女官
いさ

2人 も共 に捕 え,即 決裁判 で死刑 を宣 告 させ た。Niccoloを 諫 め る者 もいた が,彼 の怒 り

は解 け る こ とな く,即 刻,刑 の執行 を命 じた。城 内の牢 獄で,先 にHugo次 にParisinaの
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は

順 で首が 刎ね られ た。Zoeseに 導かれ て刑場 へ 向か う途 中,Hugoが ど うな ったか を尋ね

て彼 が既 に死 んだ こ とを知 る と,嘆 息 の うち に 「もはや生 きたい とは 思わ ない。」 と言 って

は かぶ

断頭 台に歩み寄 り,身 につ けて いた装飾 のすべ てを 自 ら剥 ぎ取 り,頭 に布を被 って 断頭 の

一撃 に身を委ね た
。1425年5月21日 夜 の こ とで あ った。 部屋 の中を行 った り来 た りしなが

ら夜通 し起 きて いたNiccoloは,遂 にHugoが 死 んだ こ とを知 る と,「 早 まって決 を下 し

てあ のHugOが こん な こ とにな って しまった,あ あ,私 も死ん で しまいた い。」 と叫び,

自暴 自棄 の うちに嘆 き悲 しんだ。

あらまし

これが この作品の下敷 となった素材の大略であるが,今 眺めてきた ような出来事が史実

として記録 されているのも,断 頭刑 とい う制裁が ショッキングであると認識 されたことに

よるところが大であっただろ うと思える。だか らこそ後世に伝え られ るべ く残 され ること

になったのであろ う。そ してそれがしか も詩人バイ ロンの 目に とまった とい うことは,こ

の出来事(断 頭刑 とい う主題)が,や は り,詩 人にとっても,た とえ ショッキ ソグとまで

はいかな くとも何 らかのインパ ク トを与えたか らこそであろ うし,又,作 品に した とい う

ことは,読 者を想定 してみて題材 としていける(セ ンセイ ショナルである)と の判断があ

ったか らこそであろ う。

詩作あるいは創作 とい うことに於ては一般にその動機が何であれ,書 こ うとするその時

に,意 識的にも無意識的に も,書 き手 自身の内的処理が営 まれ る。素材を取捨選択す るに

つけ,表 現を与えるにつけ,趣 味や性向や 信条あるいは 固定観念その他の因子が書 き手

の内的バ ランスを保つ為に働 く。この時,大 袈裟にいえば,バ ランスのとり方 自体に書き

手の生き方あるいは死に方が見 られる。心的には一種の偏向(か た より)あ る い は 拘 泥

(こだわ り)で あろ うが,生 きてゆ く,あ るいは死んでいこ うとす るには,ど うしてもそ

うい うパタンで しか自分のバランスを保てないよ うな傾 向があるものである。 この こと自

体,書 き手 自身が必ず しも常に 自覚的であるとは限 らない。何故な ら,そ れは意識的な部

分では制御 しきれない ところか ら専横的に突 き上げて くる場合が多いか らである。バ ラン

スを得 るための詩人のそのよ うな内的処理は,こ の作品に於てどのよ うに為 されているか,

詩人がかかづ らっているのは果 して何であるのか,又,何 故かかづ らわねばな らないのか,

その辺 りの心理面を考察してみたい。そ うす ることで近代 自我を代表す る一人である詩人

の内面の一端に触れることになると同時に,ひ いては,人 間一・般の意識がかかづ らってい

るのは果 して何か,そ してそれはど うして もそ うでなけれぽな らないのかを少 しでも明瞭

に理解 し得 ることになるのではないか と思 うか らであるQ

意味ある一つの際立った生のしるしであるか らこそ現代にも残るわけで,そ のよ うな典

型的な生を 示 した詩人の 書 き記 したものの価値評価を しよ うとす ることは,肯 定的であ

ると否定的であるとにかかわ らず,そ の中に何 らかの意味を見い出そ うとする作業である

か ら,生 きてい くあるいは死んでい く自分が何に偏 り何にこだわ っているか,そ してそれ
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は何 の為 であ るのか,何 の為 にそ うして い るのか,あ るいは一体何 の為 にそ うしなけれ ば
いきしに

な らないのかを読み手であるこちら側もいつの間にか自分の生死に突 き合わせて現実 との

対応に於て根底か ら問い直そ うとす ることにつながるものである。個人,社 会,時 代の条

件の違い とい うものを当然考慮に入れなければな らないかもしれないが,対 応のパタンこ

そ違え,何 かに偏 った りこだわ った りす るとい う性向は普遍的なものであろ う。 ここに 目
もと

を据えて,そ の辺 りか ら意味を引ぎ出してみ ようと思 う。そ こで基いとなる素材か ら作品

へ と向か う過程に詩人自身のどのよ うな内面処理(意 識上の操作)が 見 られ るであろ うか,

更にそれをより詳 しく見 るために,素 材を詩人がどのように取捨選択 したか,そ して作品

のレベルでどのような肉付け(操 作)を 与えているか,次 に何故そのよ うな肉付けを必要

としたかを詩人の内的 レベルで考えることにす る。

先ず,素 材 と作品 とを対応 させながら詩人の意識上の操作を見てい く。素材では記録文

書 としての性格上,出 来事の事実関係のみに絞 られ る故,当 事者達ParisinaやHugoの 個
いきさつ

性的な言及はほとん ど見 られない。罪が生 じた経緯,罪 の発覚,そ して罪を犯 した者が処

刑 された とい う内容がただ客観的に述べ られ る訳であるか ら,実 際の感動や衝撃は当然抑

え られている。それでも密通の ことを下僕に知 らされたNiccoloが 確認の為 とはいえ,天

井 の穴か ら覗いてみ るあた り記述者の性格によるところでないとすれば,野 卑で陰湿を通
さま

り越 して滑稽 とさえ思える様が思い浮かぶ し,処 刑してしまってか らHugoの ことを嘆 き
げ っこう

悔む ぐらいなら諫めて くれ る者がある時に思いとどまれば よいものを激昂に駆 られて前後

の見境がつかなくなってしま うタイプであったであろ うとい うことも察せ られるし,何 よ
すさま

りもその処罰 の仕方 が断頭 とい う凄 じい もの であ った こ とか ら怒 った時 のそ の怒 りに も尋

常 でな い冷酷 さが 感 じられ る。素 材に於 ては この よ うに断頭刑 と結び付 け てそ の張本 人で

あ るNiccolo(作 品で詩 人は音 韻 のため と断 って登場 人物 の うち このNiccoloの みAzoと

い う名にか えて用 いて い る)の ことにつ いて のみ僅か なが ら性 格 の描写 はみ られ るが作品

で は ど うであ ろ うかQ

この作品 は二十 節で構成 され てい る。そ の全体 は大 き く分 け て〔1〕ParisinaとHugoの

密会 及び その発覚 前後 の場 面,〔2〕 宮廷 内の衆 目の場 で のAzoに よる二人 の裁 き と そ れ

ぞれの対 応,〔3〕 断頭場 面 とそれを 目に したParisinaの 悲鳴,〔4〕Hugoの 死後 に於 け る

ParisinaとAzoの そ の後,の 四つ の内容で成 り立 って い る。そ して主人公 三人 の 続 柄 と,

ParisinaとHugoの 関 係が露見 す る とい うこ とと,Hugoが 断頭刑 に処 され る とい うこと

のみを残 すほ かは実 は全 て詩 人 の創作 で あ る。更 に,裁 きを下す 際 に心 情を吐露 す るAzo

とそ の彼に言葉 を返すHugo以 外 にセ リフは与 えては いない。作 品中,一 言 も しゃべ る

こ とのな いParisinaの 代 りに,語 り手 が その情況や 心理 の説 明並 びに評釈 を行 い,又 作

品全体 の進行 を司 る形 を とって い る。 この こ とか らも当然 なが ら素材 の記 録的 性格 とは遥
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か に異 なる詩人 の想像 にな る世界が開 ける ことにな る。

表題 に注 目してみ よ う。 この作 品には他にAzoとHugoの 二人 の主人 公がい るの に詩

人 は何故 タイ トルをParisinaと した のか。先 ず考 え られ るのは,Paris玉naと 聞 いた だ

けで,義 理 の息子 との密通 が露見 し夫に よって断頭刑 に処 せ られた女性 の名前 と し て 知

る人ぞ知 る話を読者が即座 に思 い浮 べ るか もしれ ない こと,次 に,三 人 の主人 公 の う ち

Parisinaだ けが女性 であ り,そ の名 の響 きが異国趣味 をか きたて るこ と,そ して,女 性 と

い う本来温雅で ある筈 の存在 と断頭 とい うよ うな酷刑 との対照的衝撃度 がいや増す こ とが

あ るか らで あろ う。 しか しその他 の理 由 となる と即座 には考}に くい。 とい うの も詩人の

手 になる主 人公Parisinaは 素材に於 て見 られ ると同様の域を 出ず,表 題 とな ってい る割

には際立 った惟格描写 もない,と い うよ りほ とん ど没個性的 です らあ るか らだ。 なのに何

故表題 をParisinaと した のか,次 に指摘 す る詩人 の操作 か ら彼女 に大事 な役割が与 え ら

れ てい るこ とに気が付 く。

作 品上先ず 表 面に 現 れてい るところ,素 材 との 違 いが 歴然 と して いるのはParisina

の取扱 い方(処 刑 の仕方)で あ る。Hugoは 断頭 の刑 に処 されて しま うことにな るのであ

るが,素 材 の よ うにParisinaま で同様 の刑 にかけ る ことは していない。Parisinaの 寝 言で

Hugoと の関係 が明 らかにな った時点で もAzoは 思わず短剣 を抜 いて即座 にParisinaを
くだ

殺 しかけ たが,そ れを思い とどまる行 りがあ る。余 りにも美 しいので殺 せないで いた ので

ある。そ して裁判 の後 に も,素 材 と同 じな らやは りHugoと 共 に断頭刑に処すはず の とこ

ろ,そ れ も出来 ないでParisinaに は別の刑を下す ので あ る。 この違 いを設け た詩人 の 意

図は探 ろ うとす るまで もない。Parisinaに 対 して,Hugoの 首 が落 され るのを見 て もなお

生 き長 らえる ことが出来 るものな ら生 き長 らえ よとい うのがAzoの 命ず る ところであ る

と しているか らであ る。 この ことか ら当然ParisinaがHugoの 処刑を見 る とい う仕立 と

な る故,Hugoの 断頭場面 の露骨 な描写が 出て きて も全 く無理が ない。 それ どころかむ し

ろ その描写 が鮮 やか な光を放つた めに こそ他の全て の部分 の設定 がな されてい る と言 える

ほ どであ る。 このこ とか ら没個性 的なParisinaに 与 え られた役割 とは断頭場 面の導入役

がその主要 な一つで ある ことが分 る。 と同時 に,断 頭場面 の描写があ る とい うこと自体 が

更に素材 との歴然 とした違 いの一番 大 きな ものであ ることもここで改 めて指摘 しておか な

くてはな らない。

"St
rike"‐andflashingfellthestroke‐

Rollathehead‐and,gushing,sunk

Backthestain'dandheavingtrunk,

Inthedust,whicheachdeepvein

Slakedwithitsensanguinedrain;
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Hiseyesandlipsamomentquiver,

Convulsedandquick‐thenfixforever. 14)

たたみかけるような速 さと写実の勢いに血なまぐささも生々しい,こ のHugoの 断頭場面

の活写こそやは りこの作品の核 と言 うべ きかもしれない。実際,他 の詩行が全 くこの数行
ひときわ

のためにこそあると思えるほど鮮烈な印象が際立ち,且 つ一際現実感あふれる部分 となっ
むご

て いる。が,そ れに して も何故わ ざわ ざ この よ うに惨 た らしい一節 が必要 であ るのか。

そ の理 由 としては,ま ず詩人 の意識 レベルでの創作上 の意 図が考 え られ る。 より劇的 に,

それ もギ リシア劇の よ うに とい う意識 が働 いてい る。実際,こ の よ うに非情 な内容を詩 に

とが

す ることに,読 者 となる衆人の　める視線を意識 してか,多 少 ともたじろいで,加 勢を頼

むかのように詩人は同様の主題を扱ったギリシアの劇作家や古い世代の英国の作家あるい
(5)(6)(7)

は同時代 の他国 の作家(例 えばAlfieriやShiller)に 言及す ることで 自身の弁明 としてい

る。その よ うに読者 の眼 を意識 しなが らも敢 えて この よ うな残酷 な部分を も割愛す ること

な く作品に収 める ことがやは り詩 人 自身 の気持 に添 うことに なる とい うことであろ う。表

題をParisinaと した もの,彼 女 の処刑 の され方 に重 きを置いて いるか らだ と言 え る。

自分は断頭 されずにHugoの 首が落 され る一瞬 を見 なけれぽな らない とい うこの ことの

方 がParisinaに とって断頭 され る よ りも更 につ らい苛 酷な刑罰で ある として,あ たか も

詩人 自身 の内的必然の要求 として詩人 自身 がその惨 さをわ ざわ ざ味わ お うとしてい るか の

よ うに 描 いているか らであ る。 断頭 の一..が ふ りおろ された瞬間,処 刑 を見守 って いた

者達 の受 けた 衝撃 を描 いて三十一行を 割 く中に,天 地 を震憾 させ るか と 思わせ るまで に

Parisinaの 絶 叫を響 き渡 らせ る。

Butnomorethrillingnoiserosethere,

Beyondtheblowthattotheblock

Piercedthroughwithforcedandsullenshock,

Saveone:‐whatcleavesthesilentair

Somadlyshrill,sopassingwild?

That,asamother'so'erherchild,

Donetodeathbysuddenblow,

Totheskytheseaccentsgo,

Likeasoul'sinendlesswoe. 18)

ここにみ られるParisinaの 受刑の苦 しみ,詩 人はそれを,子 供が突然の死に見舞 わ れ た

時の母親あるいは何時果てるともしれない悲痛に沈む魂のその胸中か ら絞 り出される悲鳴
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で表 し,し かも,近 親相姦的な罪の償い,こ れを皮肉にもわざわ ざ子の突然の死を嘆 く母

とい う彼等本来の関係に反転 させた表現に差 し替えることに よって倒錯の陰惨な悲 しい結

末を尚更思い しらしめ ようとする。
おろ やますそ

この断頭の一撃が振 り降 された瞬間を盛 り上が りの頂点 としてその両側に山裾がのびる

弧を想定すれば,そ れが即 ちParisinaの 心の軌跡である。 しか も作品の最初か らほぼ終 り

まで,Parisinaの 五感に触れた外界が彼女の心にどの ように響いたか,主 としてその心の

軌跡を中軸に据え,そ の周囲にAzoとHugo(Parisinaに 比べれば,セ リフがある分だけ

この二人の性格描写は与え られてはいる)の 心理をかぶせて全体 として断頭 とい う強烈な

出来事にまつわる心の放射を激 しく表 している。要するにParisinaは その名前 こそ タイ

トルになってはいて も,そ の割には 語 り手による 密会時の彼女の 様子説明と彼女の悲鳴

ぐらいしか表されていないほ ど没個性的 なのだが,作 品全体 としては彼女に大 事 な 役 割

(①断頭場面の導入役,②Hugoと は別の刑Hugoの 断頭刑を見なけれぽな らな い と
も

い う,か けがえのない自分の一部の ようなものを生身のままひきちぎられ椀 ぎとられ るに

等 しいくおもい〉をしなけれぽいけないとい うような刑 を受ける役)が 与え られてい

るとい うことなのである。

今まで作品 とい う表面化 した レベルで素材 との違いが 歴然 としている 「断 頭 場 面」 と

rParisinaの 処刑の仕方」を先ず中心に詩人の意識上の操作がどの ように行われているか

を見てきたわけであるが,更 にひきつづ き詩人が素材をどの ように取捨選択 しそしてどの

ような肉付けを与えているか,そ の操作の仕方をも う少 し詳 しく見てみ よ う。

作品ではParisinaとHugoの 密会場面をもって始め,終 りの方で,妻 と子を処刑 し自

責の念に駆 られるAzoの その後についても触れている。 この密会場面 もAzoの その後 も

どちらも素材にはない部分である(こ こにあるそれぞれの操作には,不 義の罪 とそのため
おのの

の怯 え恐 れ戦 きが,そ して罪 に対 して怒 りを発 し断 罪 した ため に 自ず か ら招 く報 い とが現

れ てい る)。 又,HugoがAzoの 庶 子で あ る とい うこ とに変更 はないが,Hugoの 実母

(Azoの 先 の愛人)の 名 がBiancaで あ った こと,そ してAzoが 不実 であ り,信 頼 し切 っ

て いたBiancaを 裏切 って結婚 しなか った とい う説 明が加 え られ てい る(こ この ところで

は,さ ほ ど明瞭 では ない故,詩 人 自身 は恐 ら く無 自覚 の うちにで あろ うが ひ とつ の神 の属

性をAzoに ダブ らせ てい る こ とが 窺 え るふ しがあ り,そ れ は どち らか と い うとヘ ブ ラ

イの神 では な くむ しろギ リシア神話的 な色恋 多 き神 のイ メー ジが,そ して権 力 の座 にあ る

者 の横暴一 悪一 が感 じられ る よ うな操 作が見 られ る)。 素材 では,ParisinaとHugoに つ

いては皮 肉 な ことに結果 的 には二 人 の近 親相姦(incest)的 な関係をAzoが 促 した ことに

な って いるのに対 して,作 品で は二 人が結 婚す る よ うにな る ことは当初 よ り運命 づけ られ
(9)

ていた ことだ この ことを詩人 は`destined'と い う語 を用 い て表 してい る としてい

るばか りか,Azoは それ を承知 でParisinaを 奪 った としてい る(こ の辺 りの操 作に は,

‐so‐
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詩人 の場合 カル ヴィニズムに おけ る運命 予定 の観 念 と権 力の座 にあ る者 の横暴 それ は

高 位に あ る者 の 思 いあが りであ る と同時 に 身分低 き者を侮 る 気持 であ るが,そ れが ここ

ではAzoの プライ ドか ら くる もの として現れ る に対 す る詩 人の憤 りが 働いて いる)。
もと

二 人 の関 係の発覚 の仕方 も,素 材で は,お 付 きの女官 に告げ 口 され た こ とが因 であ るが,

それ はParisinaが ち ょっとした 腹立 ち ぐ らいで彼女を ひ ど く折 艦 したか ら で あ った。 と

ころ が作品で は,傍 らに眠 るParisinaに 抱 き寄せ られ なが ら,当 然 い ま夢 の中で愛 されて

い るのは 自分 の こ とだ とばか り信 じて疑わ ないAzoに とって,青 天 の震麗 の如 く思 い も

よ らぬ 名前がParisinaの 寝言 の うちにそ の口か ら飛 び出 して きた ことでHugoと の関

係が露 見す る と してい る(こ の操 作には,ほ ん の僅 かの こ とで怒 った り腹立 ち まぎれに

人を折 鑑 した りす る よ うなお粗 末 な女性 としてParisinaの 性格付 けをす るこ とを 嫌 うだ

けで な く,む しろな るべ く言及 を 避 け る ことで も っと神秘的 な ヴ ェールに包 んで,美 し
も の(10)

いが罪 に陥 り易 いか弱 き乙女`frailthing'と い う,これ も詩人 に 特徴 的 なひ とつ の

イ ヴのイ メ ージを それ も殆 ど無 自覚裡 に与 え よ うとす る 詩人 の気持 ちが窺われ る)。 又,

二人 の不義密 通をAzoが 確 認 しよ うとす る ところは どち らも 同 じで あ るが,作 品 に於 て

は素 材に あ る如 く,二 人 の現 場を天 井か ら覗 くな ど とい うよ うな野 卑 で滑稽 な真 似は させ

ない。Azoに 対 して は威厳 と気 高 さ(高 寅なる ものの イメー ジ)を も付与 して いる。もっ

とも,目 撃 した直後,烈 火 の如 く怒 り即決 裁判 で死 刑を執 行 した とあ る素 材ほ どでは ない

に して も,性 急で激 昂す る性格 ぱ同様 に与 えて い る(こ の操 作 には詩人 に特徴 的な も うひ

とつの神,旧 約 の怒 る神 のイ メー ジが覗 く。 この こ とにつ いてはAzoの 神格化 とい うこ

とがあ る程 度付随 的にみ られ るので あ るが,そ れ は 例 えばHugoがAzoに 向 って,
(111`Th

ou,gav'st,andmay'stresumernybreath,'と 言 うところが あ るこ とで も分 る よ うに,生

かす為 に一旦与 えた息 吹を再 び一方的 に奪 い取 る とい う,詩 人 の神 の 属性 がAsoに 現 れ

た りしてい るので あ る)。 断罪 す るに も,Azoの 怒 りの あ り方,嘆 き悲 しみ のあ り方 は素

材では 全 く私的 で あ るのに対 し,作ituuで は,罪 を裁 く限 りはひ と時 た りと同 じ地 上 で共 に

息す る こ とは叶わぬ のだ とい うことで,避 け られぬ運 命 として止む を得ず処 刑す る もので

あ る こ とを示 して い る(こ の操 作 には,人 間の非情 なしか も予 定 された運命 とい うものが

現れ て いる)。 素材 ではHugoに つ いては殆 ど言及 がない のに対 し,作 品 では この世 の最

後 だか らとい うことで発言 を許 してそ の胸 の うちを表 白 させ,Azoに 対す る批判や 告発を

行わ せて い る。 これ も素材 には全 く無 い部分 で あ る(こ の操 作 には,大 いな る もの に抵抗

す る詩人 自身 の英 雄が見 え隠れす る と同時に その英雄 に託 した詩 人 自身 の プ ライ ドが感 じ

られ る)。

さて ここで も う一度詩 人 の操作 を拾 い直 してみ る と,① 美 し く,か 弱 き乙女,不 実 の罪

とそ のため の怯 え,② ギ リシア神 話的 な神の イ メージ,威 厳 と気 高 さ(高 貴 な るもののイ

メージ),権 力 の座 に ある者 の横暴(悪),旧 約 の怒 る神 の イメ ージ,③ カル ヴ ィニズムにお

一61



『パリジーナ』にみるバイロンのカタルシス

ける運命予定,人 間の非情なしか も予定された運命,④ 大いなるものに抵抗する詩人自身

の英雄及びプライ ド,⑤ 罪に対す る怒 りの断罪が自ずか らもた らす報い,の 五つに分類で

きるであろ う。そしてそれを整理 してみ ると,① か らは蛇に誘惑 されて罪に陥 る呪われた

イ ヴのイメージが,② か らは横暴な怒れ る神のイメージが,③ からは人間にとっていわれ

のない予定 された非情な運命 とい うものが,④ か らは人間を不当に運命づける者(神)に 対

しての抵抗が,⑤ か らはそのような神に対する呪咀が,そ れぞれ浮かび上って くるのである。

そして①はParisinaに,② ③⑤はAzoに,④ はHugoに,そ れぞれのイメージとして付加

している。即ち,Parisinaに は,罪 を犯す怯えとそれに もかかわ らず犯 して しま う衝 動

と,更 に,愛 す る者(か けがえのない自身の一部分)を ひ きちぎられ椀ぎとられる〈おもい〉

をその役割 として,Azoに は権力 と厳 しい激 しさとその報いとして浴びる呪咀を,そ して

Hugoに は苛酷な運命 とそれにもめげないプライ ドを,そ れぞれの属性 として受け持た せ

ている。 とはいえ,そ れはあ くまでも図式的な属性の割 り当てであって,決 して個性的な

性格付与ではない。が,と もか くこの五つの肉付けこそがこの作品に於ける詩人の関心事

である,と い うよ り詩人 自身の くお もい〉 の中枢 ともい}る 部分であるが,こ の うち特

に③④⑤か ら分 る循環的な図式一 横暴で不当な怒れ る神→非情な運命(蛇 の呪咀)→ 人

間→抵抗及び蛇 と同質の呪咀→横暴で不当な怒れる神 は この詩人の他の作品にも特徴

的に しかも繰 り返 し見 られるところのものである。 この③④⑤にある神のもとか ら蛇の呪

咀を受けた人間が,又,神 に蛇 と同質の呪咀を返す とい う循環は,現 実には,非 情な運命

を人間とい うものが深 く知覚するところに起因 している。詩人の知覚の中枢には,こ の よ

うにParisinaとHugoに み るような非情 な運命 とい うものに対するや り切れない〈おも

い〉が克明に焼 きついているのである。

今 ま で 詩 人 が 素 材 か ら 何 を 捨 て て 何 を 拾 い そ し て 更 に 何 を 付 け 加 え た か,そ の 意 識 上 の

操 作 を 見 て き た わ け で あ る が,そ の よ うな 操 作 を 何 故 必 要 と した の か,〈 お も い 〉 と い う

も の に 主 眼 を 置 い て,そ れ を 今 度 は 詩 人 の 内 的 レベ ル で 考 え て み よ う。

実 際 こ の 作 品 は く お も い の る つ ぼ 〉 と で も 呼 べ そ うな 程,心 そ の も の へ の く こ だ わ り〉

を 示 し て い る 。 そ の こ とを 裏 打 ち す る か の よ うに 作 品 全 体 に 内 面 を 表 す 語 が 多 く出 て く る 。

品 詞 の 別 も 問 わ ず 無 作 為7列 挙 す れ ぽ,`souP,`heart',`wrath',`passion',`betray',

`t
rusty',`pride',`tender',`conscious',`love',`despair',`hope',`sympathy',`mind',

`
spirit',`frailty',`heaviness',`mercy',`peace',`truth',`grief',`remorse',`nobility',

`d
ream',`disgrace',`shame',`doom',`sin',`woe',`fate',`sorrow',`ruin',な ど と

い う よ うに 内 面 語 の 続 出 で あ る 。 内 容 的 に 当 然 の こ と な が ら,作 品 全 体 と し て は マ イ ナ

ス イ メ ー ジ の 語 の 使 用 頻 度 が プ ラ ス イ メ ー ジ の 語 の そ れ を は る か に 上 回 っ て い る 。 そ れ

故 こ の 作 品 の 印 象 が 極 め て 暗 く重 い も の と な っ て い る こ と は 最 早 言 わ ず も が な の こ と で あ
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る。上 に掲 げた 内面語 の中で特 に`sou1'と`heart',`wrath',`passion',`pride'な どの語 が多

く出て くる。中 で も特 に頻 度が高 いの は 更soul'と い う語 で あ る。心 は心 で も`sou1'と い う

語 は時に魂 と訳 された りす るが,用 い方 として意 味的 には必ず しも余 り明確 な ものでは な

い。 しか し作品 の上に表 され た ところか ら考 え る と,`soul'(魂)と 言 う時 には詩人 自身は

無 自覚で あ るが,ど うや ら一個 の人間存 在の全 体を指 して い るよ うであ る。 存在全体 と言

って も,そ れは 心の総体 を言 うので あ って,`heart',も`mind'も 包括 し,意 識 も無意 識 も

ひ っ くるめた,言 わば一 個 の人 間に集 約す る ところの〈個 を超 えて連 鎖す る1血Lのトータル

な記憶〉 とで も言 うよ うな意 味 の用 い方で あ る。だ か らそれ は意識,無 意識(と 言 って も,

それは顕 在化 し易 い記 憶パ タンか影 に入 り易 い記憶 パ タ ンかの違 いだけ であ って,現 実 に
ひ

はその間を仕切るような壁はないであろ うが)の 両面を言い表 している。それが延 いては,

この作品には意識的なものも無意識的なものもその両面にある詩人の特徴が,詩 人自身殆

ど無 自覚の うちに表現 されているとい うことにつなが り,そ してそれ故に この作品には詩

人 らしい課刺性及び拝情性が共に渾然 と現れることになった りしているわけである。この

ことについては改めて考えるつ もりであるが,と にか くこの作品が詩人の[lnの記憶 とで も

い うべ き世界を計 らず も露呈 していると考 えられるような,極 めて心的なものであるとい

うことは先ず認め得るところである。

更に もう一つ気付 くところであるが,主 人公たちの心の動 きに,当 然見 られるべ き互い

の応答がな く夫々一方向に直線的なまま行 ぎっ放 しだ とい うことがある(こ れもど うい う

訳なのか後に考えてみ るつ もりであるが,今 は作品上で どのよ うになっているか,そ の現

れているところを指摘するだけにとどめてお く)。心が行 き交わない とい うよりそれ 以 前

に,主 人公同士で互いに言葉を交 し合 う場面が見当 らない,そ のような機会が与え られて
むさぼ

い ないので あ る。例 えば密会 の場面 です ら暗闇 の中で互 いに相手 を貧 り合 ってい る様 子が

推察 で き る ぐらいであ る し,捕 え られ て共 にAzoの 前 に立 た された時 で も,Hugoの 方 は

今 まで の ことを悔や む気持 ちが 出て泣 ぎ出 して しまいそ うだ か ら と敢 えてParisinaの 目

を見 よ うとす らしない。又,彼 等二人 にAzoが 判決 を下す折 も,一 方 的に ま くした て る

だ けで あ るし,HugoがAzoに 対 して行 った 申 し開 ぎもそれ に対 して答 えが返 る訳で もな

く,第 一,Hugoの 陳述 自体 も眼前 のAzoに 向 うよ りもむ しろ中空 に向け て言い放 って い

るので はないか と感 じられ る程 であ る し,と にか く主 人公 たちの心 は全 て互 いに 何 らの対

応 も受 け る ことな く,し か も夫h全 くの一人相 撲で あ る し,う つろ な中空 にただた だ一人 っ

き りで放 り出 され てい るだ け とい う感が強 い。 ち ょうどそれはHugoの 断頭 の一瞬,辺 り

に空 し く響 ぎ渡 るParisinaの 悲 鳴 と同 じよ うに誰にか まわれ るこ ともな く放 置 され る だ

け とな ってい る。 もっ とも内容的 に公然 と言葉を交わ せ る よ うなあ るいは 円滑 に対応 しあ

え る よ うな行 きが か りに はな らないか ら,と い うこ ともあろ うが,要 す るに三人 の主人 公

それ ぞれ の個 別性 がは っ き りしない,と い うよ りは与 え られ ていな い,更 に 言えば,詩 人
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にはそん な ことは ど うで もい い関心 外の こ となのであ る 主人公 は一応別立 てに しては

いて も,そ れ は役割 の違 いだけで あ って,実 際は一・人 の域 よ り外へ は一歩 も出せ てい ない

(出 して いない)と い うことで ある。 あたか も主 人公は一人 っき りで,し か も何 らの対 応 も

受 け るこ とな く一方通 行であ るのは その所為 であろ う。 この行 きっ放 し(出 しっ放 し)と い

う作 品上 の現 象はそれ故詩 人 自身 の内的 処理 の仕 方),r-,致 して いる と考 え られ るのであ る。

つ ま り詩人 自身 の心の深部 に欝 積 した もの の放 出 とい う処理 の仕方 にであ る。だ か らこそ

主人 公た ち 自身 が作品上 に放 出され た っき りでそれ以上構 って も らえてな いのであろ う。

主 人公が三人 ともに素材 同様殆 ど没 個性的で あ るの も,そ の よ うに考 えれば納 得がい く。

そ こで別立 てにな ってい る三 人 の主人 公(Azo,Hugo,Parisina)そ れ ぞれを敢 えて一人

の人 間の心 の一 部 と見倣 して詩人 の心の放 出 とい うこ とを考 えてみ る とど うで あろ うか。

三人 が三人 とも同 じ一つ の こ とに駆 りたて られ翻弄 され てお り,近 親相姦 的 な罪 の色 に三

者三様 であ るが染 まる ことは,や は り一律 に染 ま って いるのが分 る。 この作品で の全 ての
も と

元凶はその ような罪にある。それが原因で主人公たちの運命が悲惨な方向に傾いた。一つ

の〈お もい〉の器の中での煉 り,あ るいは煮えたぎ りが,三 者の全てに噴出して現われて

いるのである。
から く

その放出の特徴を示すものの鍵 となると同時に詩人の断頭場面成立の絡繰 りを知る鍵 と

もなる,ス トーリー以前の経緯を詩人がHugoに 直かに語 らせている。

'TistruethatIhavedonetheewrong ‐

Butwrongforwrong:‐this,deem'dthybride,

Theothervictimofthypride,

Thouknow'stformewasdestinedlong.

Thousaw'st,andcoveted'sthercharms‐

Andwiththyverycrime-mybirth,

Thoutaunted'stme‐aslittleworth;

Amatchignobleforherarms,

Because,forsooth,Ycouldnotclaim

Thelawfulheirshipofthyname,

NorsitEste'slinealthrone (12)

これはAzoに よる審判 が下 った後,HugoがAzoに 向か ・・て発言す る部分 の一 部であ る

が,こ の一節 か ら詩人 がAzoの 「非」の摘発 暴露 を作品展開 の根 本原因 として組み立 てて

い るこ とが推察 で きる。 その非 とは次の如 くであ る:(1)Azoに 愛 され その妻に なる こ と

を信 じてい るBiancaにHugoを 産 ませ てお きなが ら結婚せず に裏切 って しまった。(2)そ
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の ため も しAzoが 不実 で さえなか った な らば,正 統 な る地位 を継 ぐ嫡 チとしてEsteの 王

座 に坐 る ことに なる筈 のHugoを 庶子 の身 にお としめ辱ず か しめ を受 け る よ うに させて し
さや

ま った。(3)そ れ故,父 子 であ る とい う間柄 は さてお いて も,Parisinaを 求 め ての恋 の鞘 当
はな

てに際 しHugoは 身分 的 に卑 しいか らParisinaに は値 しな い とい うことで,端 か ら足 元

に も及 ぼぬ者 として相手 に もせ ず蹴 って しまった。(4)ParisinaとHugoと は彼 女が彼 の

花嫁 にな る ことが前 もって運命 づけ られ ていた と言 え る程 の仲で あ ったが,そ の こ と を

Azoは 分 って いなが らParisinaの 魅 力 を 目に して何が なんで も手 に入れ た くな り,Hugo

か ら強 引 に横 取 りして 自分 の妻に して しまった。(5)挙 句Hugoに とって本来 な ら妻 となる

筈 のParisinaを 義理 の仲 に しろ母 とい うこ とに させて しまった(こ こには 詩人 の 詩作上

の 意図に あ る通 りギ リシア劇 の主 題が それ らし く現れ てい る)。 そ の結果,HugoとPari-

sinaと の仲は 自動的 に近 親相 姦的 な罪 の関 係に な って しま ったが,そ れ は彼等 と し て も

本 意では なか ・,た。彼 等はず ・.と以前 か らただただ 一緒 に な りたか っただ けの こ とにす ぎ

ない。 だか らHugoの 気持 ち としてはParisinaと の関係はAzoに 対 して悪 い こ とには違

い ないが,前 か ら…緒 に なる こ とはParisina自 身 も望 んで いた こ とで,事 の成 り行 き とし

て,後 か ら強 引 に横 取 りす る ことに な ・・たAzo自 体の 「悪 に対 して悪 とな った」ぐwrong

forwrong')の で あ って,む しろ 自分(Hugo)もParisinaも 二人 ともAzoの プ ライ ドの犠

牲者 で あ る と感 じて いるQ

実際,驕 り高ぶ りか ら横暴 に もBiancaを 裏 切')てParisinaを 横取 りした ことに よ ・♪

て,Azoは 結局Hugoを 全 く取 るに足 りぬ者 として侮 りなぶ りものに したに等 しく,遡 っ

てHugoを この世 に生 を うけ させ た ことCbirth')自 体が」[にAzoの 「罪 」Ccrime')で あ

もっと

る とHugo自 身が 言 うの も尤 もであ る。ParisinaとHugoの 近 親相姦 的 な罪 は確か にAzo

の罪 その ものの招 いた結果 であ るか らだ。 権 力を 有す るが故 に人 を裁 くこ とが で ぎるわ け

だ が,実 は 自分 を是 として人を 裁 くそ の権力者 自身 の方に こそ非 が あ るこ とを突 く,こ こ

に詩人 の世 界 に特 徴的 にみ られ るく課刺 性〉 の片鱗が 覗 く。 い ま片鱗 と言 ったのは,こ の

作品 にみ られ るのが純然 た る課刺 その もので は ないか らで あ る。 もっ とも詩人が この作品

で意 図 して い るのは,も ともとギ リシア劇で あ って調 刺で はな いか ら,当 然純 然 た るもの と
なま

はなる筈 もないが,そ れで もここには期せず して詩人の誠刺精神の言 うなれば生のあるい

は剥 き出しの源が認め られ る。それは不鮮明ながらもAzoの 神格化が窺われることでも

分 ることであるが,作 品の紙面を借 りてその邪悪不正を暴 くことで間接的に,横 暴で不当な
かい ま

怒れ る神 の非で あ る傲慢 さや非情 さを 衆 目に曝 して弾劾 す る姿勢に調 刺本来 の義憤 が垣 間

みえ る とい うことで あ る。 この作iilllfでHugoは 父 の非 す なわ ちそ の フライ ドか らくる横暴

さ故 の性的 自堕 落 と不 実の罪 を白 日の下 に曝す こ とに よ って刺 して懲 らしめ,非 を再度繰

返す こ とのない よ う警告を 与 え よ うとしてい る。

母を損 い,私 の決め られ た花嫁 を奪 お うと又,如 何に私 へ の裁 きが厳 し く,そ れ が父か ら
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下 された もので あろ うと,父 であ るあなた と一緒 に並 んで軍 馬 に跨 が り戦 って い る際中 に

死 にたか った。何故 な ら,誉 あ る勇士 として戦死 す る方 が屈辱 的 な刑 死 な どよ り嬉 しいだ

け でな く今 もあなた の ことを父 として思 うことに変 わ りが ないか らだ,とHugoは 言 う・

YetwouldIthatIthenhaddied

Forthoughthouworkd'stmymother'sill,

Andmadethyownmydestinedbride,

Ifeelthouartmyfatherstill;

And,harshassoundsthyharddecree,

'Tisnot unjust,althoughfromthee.

Begotinsin,todieinshame,

Mylifebegunandendsthesame (131

この時,Hugoに よるAzoの 非 の摘 発 ・暴 露 の仕方は極 め て知 的で あ り,論 理的 技巧的 で

あ る と同時 にそれ故 や りこめ方 がか な り冷 た くユ ーモ アに欠け る嫌 いが あ る。精 一杯 の論
あげつら

理性で鋭利に非を 論 ってお きなが ら,た くみに も僅か,`Ifeelthouartmyfatherstill'

とい う情を誘 う一行で非情 さを より強烈に浮き上が らせて畳み掛けるよ うな遣 り込め方を

す る。ためにむしろ本来の課刺にあるべ き笑いの調子は乏しく,対 象を笑って相手に しな

いとい う性格の嘲笑ではなくなるので,却 って恨みがましく憤愚が より濃厚 となる。勿論,

調刺の根底には,力 つ くでは叶わぬ相手 に対す る恨みや憎 しみが動機 としてあ って然るべ

きだが,詩 人の場合には少 くともこの作品にみる限 り,そ れが笑いの線までいかずに被害

者の恨み憎 しみの段階のままで とどまっているのである。 とは言え,こ れがこの詩人の作

品にある調刺性の一端であることに違 いはない。「自分を是 として他を裁 くよ うな横 暴 な

権力者の非を暴 く」 とい う姿勢は明らかに調刺精神の現れであるか らだ。が,で は この作

品にみ る限 り何故詩人の課刺性にはユーモアが欠ける嫌いがあるのであろ うか。それは少

くともこの作品では対象を相手にせず笑いとぽすだけのく余裕〉が詩人にはないか らであ

ろ う。それでは何故余裕がないのか。

考え られ るのは,仮 りに他者のであるに しろ,又,い かなる様相であるにしろ,情 け容

赦 もないとみ られ る運命が詩人の心の琴線に触れ るや,詩 人 自身恐 らく自覚 し得ていない

ところの記憶 まで もが総動員されて迫 り上がって くることである。その時,意 識性を翻弄

し対象に対す る余裕をな くさせる程のものとは何 らかのコンプレックスをおいて他にはあ

り得まい。被害者 としての恨み憎 しみを転 じて笑いとばすだけの余裕が出て こないのは,

余 りにその被害に囚われ,そ れがそれだけ重 くの しかかっているか らであろ う。作品上で

意識 されているこの被害者の恨み憎 しみ とい うものが実際には詩人の何か ら出て くるか と
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い うと,背 負 わねば な らない非情 な運 命そ の ものに対す る憤愚 か ら と見 る こ とがで きる。

怨 憎 に しろ憤葱 に しろ,そ うい った ものが 生 じて くるのはや は り詩人が 自分 自身 の運命 に

つ いて無意識 の うちに も深 くこだわ ってい るか らこそ であろ う。運 命 とい うよ うな主 題を

扱 う場 合で も,そ れ な りの辛 さ悲 しさ苦 しさを身 に染み て感 じた者で ない限 り,余 りに も無

残 で深刻 な運命 を問題 にす る とい うよ うな ことは ないか らであ る。 もっ とも詩作上,ギ リ

シア劇 を意図す る とい うこ とがあ るにせ よ,そ れす らそ こに扱われ る主題 に共鳴す るこ と

があ って初 め て引 ぎ合 うわ けであ るか ら,い ずれ にせ よ,そ の主題 か ら非情 な ものを 引 き

出 し運 命的 な捉 え方 をす るの も,や は りそれ に こだわ り,た とえ無 自覚 であ って も意識 し

て い るか らこそで あろ う。詩 人 の場 合,コ ソブ レ ックス と言 えぽ即座 に,生 まれ つ いての

「足 の不具 」 とい う身体的 障害が 思 い浮か ぶが,こ れ こそ詩人 に とっては最 も強烈 で深刻
1141

な精 神外傷 とな った ものであ ろ うと推察 され る。 もし足 の障害 が なか った とした ら,詩 人

バ イ ロソの誕生 はなか ったで あろ うと言って も恐 ら く過言 では なかろ う。詩 人 に とって,

これ程 の被 害(詩 作動 因 とな り うる もの)は 他 に考 え られ ないか らで あ る。

人 一倍 ブ ライ ドが 高い に もかか わ らず,自 分 自身 に 人 よ り劣 る ところが あ る,見 た 目に

もいかに も不 細 工であ る し,こ ん な風で はあ りた くない と思 ってい るに もかか わ らず その

不都 合が生 まれ て以来一 生つ いて まわ る,そ れ を運命 として背 負わ なけれ ばな らない,し か

もそれが 身体 の一部 であ るか ら 日常 こ とあ る毎 に気 に なるべ く自分 自身 を呼び醒 ます。 こ

れ程憂 うつ で遣 り切れ ない こ とは なかろ う。特 に感受性 の鋭 い詩 人に とって はその よ うな

綻 び は許せ ない程 の こ とで あ った ろ う(小 さい頃,そ の こ とについて触 れ られ るとひ ど く
ロ　　

怒 った りしてい た よ うで あ る)。 そ うい った遣 り切れ ない思 いをす る者 か らすれ ば,今 か

かづ らってい る うっ と うしさか ら 一刻 も早 く逃 れた い,す っき り解放 され たい と心底 か ら

思 うのは必 定で あろ う。 しか し事 が身体 的 な もので あ って,し か もそれが 自分 自身 の一 部

であれば,切 り離せ てす っ ぎ り片がつ くものな らともか く,そ れ が出来 ないため絶 えず つ

ぎま とって逃れ させ て くれ ない。Hugoの 断 頭刑 の よ うに迫 りくる恐 怖 の運命 と くらべ れ

ば大 した ことは ない よ うに思え はす るが,人 生 の早 くか ら自身 の不 自由 さも さるこ となが

ら,周 囲 の者 た ちに いちい ち フライ ドの傷つ くこ とを 思 い起 こさせ ら れ 悩 ま さ れ れ ば

(母 親か らさえ不 具 の点を指 しての の し られ た り,周 囲 の人/zに こそ こそ 言及 され た りす

る と感受 性 の強 い詩 人に とっては,召 共心 に耐 え られ な い心の傷を 深 くしたで あろ うと想
(161かた

像す るに難 くない),一 ・生 自 らにつ きま と うこの運 命 の忌 まわ しさに,思 わず何 かに 憤 懲

を思 い っ切 りぶつけ ずには おれ なか った こ とで あろ う。 それ程苦 々 し く辛 い思 いを強 い ら

れ た こ とは確か であろ うし,幼 少の詩 人 としては理解 で ぎない こ と故,半 ば 無意識で あ る

にせ よ謂れ も覚 え もない こ とで責め苛 まれ る とい う思 いは強 か った こ とで あろ う。

ち ょ うどそ こに幼 い詩 人に とって 自身 の運命 を説 明 して くれ るものが手近 にあ った。 カ

ル ヴ ィニズム,そ れ も俗信的 な教 えがそれ であ る。特 に,「 あ る ものは生 まれ なが ら に 天

一h7



『パ リジーナ』にみ るバイロソのカタルシス

国に,又,あ る ものは生 まれ なが らに地 獄 に予 定 され て いる」 とい う運命予 定 説 と の 出

会 いがた また まそ こにあ った。 詩人 の足 の障害 とそ の運 命を 心の うちに裏打 ち して くれ る

教 え とが結 びつ いて詩人 の中 に 「自分 には地 獄落 ちが予定 され て い る」(`slatedfordam-
(1⑳

nation')と い う確固 た る観念 が 生 じた もの と思わ れ る。 それ も自分 で ど うし よ うもない
i18)

程 抜 ぎ 差 し な ら な い も の と し て で あ る(`TheworstofitisIdobelieve!'):意 識 的 に 払 い

ぬぐ

のけよ うとした く・らいで拭い去れ るものではな くなっていた らしい。障害が生まれつきで

あったこと,し か もその教えが俗信的であるが故に説話と同 じ意味合いでイメージがまる

ごとおどろおどう しく鮮烈であ ったであろ うと思われることなどの条件が重なって,詩 人

の心の奥深 く,暗 く恐ろしい情動を伴 う記憶 として埋め込 まれ,無 意識 レベルに こび りつ

くと同時に意識され るレベルではその一部が固定観念 として働 き,無 意識的にも意識的に

もコンプレックス全体 として詩人を左右 していたものとみえる。先入観の少ない信 じやす

い幼少期に埋め込 まれた記憶はち ょっとやそっとでは抜ける筈 もないか らである。が,と

もか く謂れ も覚 えもない生 まれなが らの障害 も,俗 信的にしろその教えのお蔭で,理 不尽

さは さておいても一応誰の仕業かが分 って納得はい く(も っとも何故 こ うなるのが この私

でなければならないのか とい う謂れについては依然分 らないままで,憤 憩は解消され るこ

とはないのではあ るが)。 とい うことで この非情な運命をもた らした張本人 として,創 造

主 とい う人格を持つ神が詩人の意識の うちに立つ。このことで自身の運命の出所 と持 って

行き所 とはできる。そしてこれによって詩人の意識の中では この神に,何 の謂れ もな く一

方的に人間を生まれなが らに天国と地獄 とに振 り分けて運命づける,専 横で非情 な暴君 と

しての性格が与え られ る。現実の身に帯びる忌 まわ しい運命によって,自 分はこの神に呪

われているとい う確信 とな り,詩 人の眼には自身の運命が呪われた運命 として写 るように

なる。そ してそのような神を詩人が今度は逆に呪 うようになる。 ここに,こ の神 と詩人 と

の間に対立関係が成立し,顕 在的な意識に近 い記憶の上で この神に対 して対抗するプライ

ド高 き英雄が創 り上げ られた りすることになる。それが幼少期に形成 された観念であるだ

けに,ど うしても論理性が稚拙な分だけ情緒的には幼児的反応にな りがちであるが,そ れ

だけに根は深 く,し かも単純 明快な敵対の構 図ができ上がるわけである。詩人 自身がいか

に否定することがあろ うとも,そ の意識の深部には常に神に対す るこの敵対の姿勢が一隅

に宿 っていて,詩 人の作品に現れるく調刺性の原動力〉 とな っていたもの と思われる。

詩人の場合 とにか く,非 情 な運命のその非情 さが引金 となって連想が始ま り意識の制御

を殆 ど失わせるような,抑 圧 され歪め られ未解決未処理のまま忘れるべ く不断は押 し込め

られていた,情 動を伴 う記憶す なわち コソプレックスが もろに迫 り上がって くるわけで,

そこに端を発す る詩人の少 くともこの作品に現れ る調刺性(自 身を是 として他を裁 くよう

な横暴な権力者の非を暴 く類)に 余裕がないの も無理はない。半ば無意識であるとい うこ

と自体,幼 児的原始的赤裸々な情動の奔 出状態で もあるし,も ともと情動の奔出に余裕な
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どあ る筈 がない。 意識抑制 が効 かず最早 言 うこ とを 聞かな い駄kっ 子 みた いな もので,そ

れ 自身客観 的 な立場 に立 て る よ うな悠長 な段階 では ないか らであ る。

それ故,主 人公 たち との距離 は保 ては して も,彼 等 の運命 そ の もの の非情 さに同調 して

しま う余 り,詩 人 自身 との適 当 な距離 が保 てな くな るので あ ろ う。初め の うちは 主人公 た

ちの立場 で 書 き進 んで いて も,そ の うち彼 等の背 負 う運 命を彼 等の身 にな って感 情移 入 し

てい く うち,い つ しか そ こに詩 人に よる同化が 始 ま り,い つ の まにか 問題が詩 人 自身 の運
ナ

命 と摩 り替 わ り,そ れ も無 自覚 の うちであ るか ら意識的 な コン トロール も為 し得 ない まま
まつ

運命に纏わる諸々を吐 ぎ出す ようになるのであろ う。 この時,詩 人にとって拝借す る運命

は非情であればある程,惨 酷であればある程好 都合 となる。借 りた運命に よって,自 身の

運命に纏わるくお もい〉を こんな大変な 目に会 っているんだ,ど うにも遣 り切れないんだ,

も う堪 らない,と い うところまで増幅肥大 させることが可能になる。幼い子供が転倒す る

か何かで,結 果的にはほんの僅かのかす り傷程度でも当人が非常に驚 くとか息 も 詰 ま る

程の思いをした とか,と い うような場合には火がついたよ うに辺 りか まわず泣 き叫ぶ こと

があるが,ち ょうどそれに似て実際の気持よ り更に大仰に誇張することで殆 ど無 自覚の う

ちに周囲に同情 と補償を求める と同時に自己憐欄 ・自己補償をも一挙に行 っていると考え

られる。た とえ周囲に相手にして くれ る助けがなくても大泣 き(こ れは無 自覚裡に行 う忘
わめ

却の一 つの手立 てで あ るが)し た ら気が済 んだ とい うよ うに,泣 き喚 いて いる うちに知 ら

ぬ間 に痛み も悔 し さも掻 き消えて しまって,何 もなか ったか の よ うに全 く忘れ て ケ ロ ッと

していた りす る ことが あ るか らだ が,詩 人 の場合,創 作上 の運命 が誘 い水 とな り,意 識 的

な制 御を失 ・,た状 態で幼 い 子供 に戻 った と同 じよ うな心理 レベルに な って,幼 児体験 に纏

わ る,コ ンプ レ ックス とな った記 憶が込 み上 げて きて増 大す るもの と思われ る。
お も い

この込み上げ(こ だわ らざるを得ない 一部を切 り離 してす っき りしたい とい う衝動)こ

そが実はこの作品の生kし い断頭場面を敢えて詩人に描かせた真の正体であるばか りでな

く,こ の作品全体を成立 させているその根源 となっているもので もある。意識上,詩 人の

当初の 目論見はギ リシア劇に匹敵す るf乍品を とい うことで,や は りそのよ うなものを念頭

に趾いているようではあるが,そ れは飽 くまで,こ の内的突 き上げを顕在意識 レベルの論

理性 自体が納得 し易 くす るための理由づけ となったに過 ぎない・実際の ところは・ギ リシ

ア劇を意図す るのもその ような野心を抱 くのも,詩 人自身に潜在的にある記憶が呼び求め

る結果だ と考えられる。そ して,こ の作品の主たる目的がその ような詩人の記憶の深部に

ある情動 自体の奔出であるか ら,そ れが展開して表面化す るところ当然なが らく拝情性〉

が立ち籠め ることになる。 しか も,そ れが支配的なムー ドとして作品全体を覆い尽す こと
カ ま も の

にな.、てい る。 その全体 の ムー ドを醸 し出す情緒 こそ主 人 公Parisinaそ の ものに他 な ら

ない。他 の主 人公につ いて も同 じことが言 え るが,詩 人 がParisinaを 人格的 に描 ぎ得 て い

ない理 由は,主 人公 自体が情緒 で あ る とい う正に この ことに因 る。 題材上主 人公 は三 人の
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さ ば き

筈 だが,テ ーマが 罪あ る愛 とそ の断罪 として の断頭刑 とい うもので あ るため,そ のテ ーマ

に触発 され て湧 出 し詩作 時に詩人 を席巻す る情緒 の うち,詩 人 に と 一)て はParisinaと い

う響 きで 象微 され る ものが特に圧倒 的で あ る ところか ら,自 然表 題 もそ うな 一,たのであろ

う。他 に主 人公が い るに もかかわ らず,作 品全体 として表 題 をParisinaと してい る とこ

ろか らも分 る よ うに,詩 人がParisinaと 言 った場合 には無 自覚 の うちに作 品全体 の何か を

指 してい る。 だか ら,詩 人 に とってその響 きに は,彼 女 のみ な らず,Hugoも,Azoも,

そ して それぞれ 互 いの関係 も全 てが含 まれ てい る とみ なけれ ぽ な らな い。

では詩 人に とってParisinaと い う響 きで象徴 され る もの とは何 であ ろ うか。 やは り題

材 にあ る よ うに罪 となる近 親相姦 的 な愛 とそ の裁 き として の断頭刑 とに結 びつ くもので あ

るが,そ れ は罪 を犯す ことへ の怯 えで あ る と同時に戦 きは らは らしなが らもそ の罪 を犯す

ことその ものの暗 い喜び であ り,そ れは又,罪 の報 い として の拷 問 に も等 しい恐 ろ しさ苦

しさであ る と同時 に,そ の恐 ろ しい報 いを他 に与 えん とす る駆 り立 てであ る。 そ こには詩

(197

人 の異 母姉Augustaへ の憧憬,そ れ に繋 が るincest願 望,そ して殺人や 死へ の衝動 な ど

が殆 ど無 自覚 の うちに込 め られ て い る。 そ して それ は恐 ら く父親 譲 りの放蕩 無頼 に もあ る

よ うな,そ して プライ ドや 自由奔 放 さに通 じるよ うな,放 縦 ・無軌道 か ら くる詩人 生来 の内

(20)

的潜在的な,拘 束を嫌 う我欲の強さや,そ れに自殺・殺人など血の記憶 として代h伝 わって
まと

纏わ りついている短絡的な破壊衝動 といったものか ら来ているとみ られる。 これは簡単に
かたむき

く堕 罪性 〉す なわ ち罪へ の傾 向 と言 った方が いいか もしれ ないが,こ れ こそ詩 人 に とって

のParisinaで あ る。 彼女 の罪 は姦淫 の罪だ か ら罪 その ものの性格 は異 るが,こ の作品 で

は誘 惑に 負けて罪 に陥 る とい うところのParisinaに 詩人 の イ ヴの イ メージが ダブって み

え る(こ の イ ヴは詩 人に とっては 本来,堕 罪 性 と重 なる元 型的 な記憶 ではあ るが,そ れ で

も記憶 の浅 い ところでは時 と して 詩人 の母親 の イメー ジが,又 時 としてAugustaの イ

メージが被 さる とい うよ うに,場 合 に よっては勿論 変容す る像 であ るが ,こ の 作 品 で は

Augustaへ の憧憬 か らもそ のイ メージの方が よ り強 く出 てい る と思わ れ る)。 不断 は対 人

的 に人 の 目 とか体 裁 とかの社会 性 に よって抑制 を受 け る とともに,神 の裁 き とい う罪意識

に よって 自己規制 す る性 質 の もので あ るが,そ れを詩 人は今 この作 品に於 て思 う存分 放 出

して いるのであ る。本来 外へ奔放 に送 り出 よ うとす る罪 へ の傾 向が社会 的 な抑 圧や罪 意識

に よる自己規制 に よって噴 き出 しかけ るのを妨げ られ る,憂 愁や 苦悶 は この妨 げ とな る抑

制故 に生 じ,そ れが 詩人 の放 出に よって作 品全体 に漂 うエ ロチ ックで ロマ ンチ ックな暗 い

拝情性 へ と繋 が る ことに な るので あ る。

さて,今 まで の ところ,こ の作 品 には詩 人 の調 刺性 の一端 と拝 情性 とが共 に窺われ,全 体

として は拝 情性 が支配 的であ るとい うこ とを見 て きたわけ であ るが,そ の関 係を も う少 し

整理 してみ る と,詩 人 の場合,1ameness(足 の障害)に 端 を発す る調刺 性 よ りも,堕 罪性
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が醸 し出す拝情 性 の方が記憶 の よ り深部 に根差 してい る こ とが考 え られ る。 それ は,詩 人

が い ま 目に してい る1amenessよ り放蕩や 殺人 の 血の記憶 の方 が古 い ことぱ歴史 的順 序か

らい'・て も言 える こ とであ るが,両 者 のそれ ぞれにみ られ る詩 人 の意識iと い う点か らい

って も当然 なが ら遥 か に低 い拝 情性 の方 が記憶 の よ り下 部 に位 置 してい る と言え る。 この

ことを更 に分 り易 くす る為に,詩 人の記憶 の うちで も比 較的浅 い ところ に位 置 しロゴス性

が高 く意識化 され易 い層 と詩 人 自身 の意識 コン トロールが ぎか ない もっ と深 い ところに あ

って なかなか意 識化 され に くいが一 旦何か に触 発 されれ ば即 座に情 動を 伴 って表面 化す る

コソブレ ッ クスの渦 巻 く層 とい うものを試 しに考 えてみ る。 も っとも記憶 な どとい う領域

は,詩 人 に限 らず無 意識 の うちに連 想が連 想を呼 ぶ世界 であ る し,深 浅 とい って も記憶 同

士互 いの境 い 目 も定 かでは な いで あろ うし,も とも と論理 的 に整理す る こ とな ど無理 で矛

盾 も全 く平 気 な混沌 とした世 界で あろ うか ら,何 らか の方法で それ な りに もっと検 討 して

み なけれ ばな らない ところで あ るが,便 宜上 この関係 を敢 えて図示 してみ る と次 の よ うに

な る。

〔詩人の誠刺性 と拝情性〕

,/(素 材)㌔ ＼

諏1」性 Hugo→Azoの 非

好情性
断頭 場面の挿 入

incest志 向

(作品)
./'/卜 ＼

Parisina←"

(近 親 相 姦 的 罪 の愛)

1
:

'駈つ

断 頭

(非 情 な 運 命)

T

意

識

↓

異母 姉Augustaへ の憧 憬

↓

lameness

l

無

意

識

観
念
・

像
・

型

＼ ↓

傑 鄭 三勤

↓
呪 われた運命観 …・運命予定 説 … …神像

↑
英 雄 像
(プロメテウス)

/
＼

イヴ像
(俗信的カルヴィニズム)

ギ リシア劇像

コ

乙フ

レッ

ク
ス

fi
→プ ライ ド

r
-〉破壊 衝動

↓

障害 コンプ レ ックス

1

↓

↓
堕罪性

幌麟辮)
::

この 図でい くと,作 品 に表 面化 す る以 前に,意 識 に昇 り易い記憶層 に詩 人の 作 風 の 基

根 となる よ うな観 念や像 や型 が見 られ る。そ こには先ず,詩 人の詩作 的 な野 心 を 駆 り立

て るギ リシア劇像 とい うものがあ って,そ れ が素 材 と引 き合 い,こ の場 合 には そ の 中 の

Parisinaに み られ る罪 の愛 と断 頭 とい う運 命 とに特 に共鳴す る。 そ して断頭 とい う も の

が,俗 信的 な カル ヴ ィニ ズムか ら くる呪わ れた運命 観 とともに 詩人 の現 実の1amenessに
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結びつ き,更 にそれが記憶の深部の障害 コンプレックスを揺 り起 こし,こ のコンプレック

ス と表裏一体のプライ ド(こ れ も又 コンプレックスとして考えられ るものであるが)と 更

に意識性の低いレベルの情動とをか き立てる。かたや,素 材のParisinaは,こ の作品の場

合には誘惑に負けて罪に陥 ったイメージの,そ れ も俗信的カルヴィニズムに染 まった旧約

世界の詩人な りの受け取 り方になるイヴ像 との絡みで詩人の異母姉Augustaへ の憧憬 と

重な り,そ れが更に記憶の深部にあるincest願 望等の罪への傾きとなるべ ぎ堕罪性を 焚

き付け,そ れが,や は りコンプレックスが渦巻 く層にある破壊衝動を煽 ることになる。そ

して罪の愛を表すParisinaか らくるこの破壊衝動 と,断 頭 との結びつきで煽 られることに

なったプライ ドとが一緒になって,そ れまで抑え られ欝積 していた情動あるいは〈おもい〉

が一挙に噴き出て作品 となるわけであるが,こ こに見落してならないのは,そ れが噴出す

る途中,や は り意識に昇 り易い記憶層に,こ れは詩人特有 と思われる潜勢的な一つの型がみ

られることである。勿論詩人な りにイメージ化されていることではあるが,そ れは,ギ リシ

ア神話に出て くる神にも劣 らぬ英雄プロメテウスの像 と,や は りギ リシア神話や旧約やそ

の他の宗教例えばマニ教などに影響された神の像 との敵対の関係が成立する型(以 下,単 に

この型 もしくは敵対の型 と呼ぶ)で ある。 もしこの型が強 く意識化 され 自覚 されておれば,

調刺性に本来あるべ き間接性すなわち詩人の場合はAzoの 非を通 じて窮極は神の非を暴

くとい うことがより鮮明になったのであろ うが,相 手が神からもた らされ未解決のまま克

服できていない自身の運命であるため,実 際は,題 材が ショッキングなものであるところ

か ら,や は りその ような惨いことをす る者に対 しては無 自覚裡に向き合 うとい う姿勢 とな

り,そ こから自ず と主人公Azoに 対する憎悪が生 じて くることにな り,自 然それが詩作

上に重な り,も う一人の主人公Hugoの 側に詩人が立 ってAzoを 神 と見立ててその非を

暴 くことで恨みを晴 らそ うとする故,調 刺を意図してはいないにもかかわ らず,詩 人に潜

在的な敵意(恨 み)が その構図の上に計 らず も覗いてしまったとい うところであろ う。

しかしこの敵対の型が真に強 く意識化 される時には,そ こに大いに論理性故 の制御が生

じるため,こ の型の根にあるプライ ドに伴 う情動の表 出に抑制が効いて余裕が生 じるか ら,

この型の客体視がでぎ冷静に知的に対象を見失わないで作品の上でも間接的に相手を笑い

とばす とい う純然たる課刺 も可能 とはな り得る。 とはいえ,例 えばどこかの国の既成道徳

を課刺するなどといった場合であれば,作 品上で別の国の こととして仕立てていて もそれ

とな くその国のことであることが間接的に分 るようにして椰楡嘲笑すれば,現 実に当事者

たちを遣 り込あて封 じることも可能だ とい うことで所期の目的は達せ られるが,そ れが神

を対象にす るとい うことになると本来の調刺は成 り立ちに くい。何故ならその対象自体に

現実性 ・具体性が実際'/rはないか ら,遣 り込めて封 じることも出来なければ反応を期待 し

ようにも期待できないからである。それが出来 るとすれば,そ の調刺の鋒先が神 自体でな

く,そ の神の信奉者たちに向け られ る時だけであろ う。が ともか く詩人の調刺が成立す る
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為 には,そ の動機や対象が何であれ,鋒 先を向けるその初動 の敵意や憎悪の推進 力 として

この〈敵対の型〉が必要不 可欠 とな ってお り(逆 に何かに詩人 の敵意が煽 られ る時,こ の

型 も不可避 的に動 き出 してい る訳 であ るが),そ れが 自覚に昇 って意識化 された時初め て

鋒先を 向け るべ ぎ当面の対象 との区別が鮮明になってその調刺が成功す るとい うことに な

る。

反対 に,こ の敵対 の型が余 り意識化 され ない時には,そ れに伴 う無 自覚の敵意 な どの情動

が コソ トロール され ないために肥大 し,正 に プライ ドの権化の よ うな満身創夷の絶望感 ・

悲愴感に盗れた,い わゆ る詩人 のく英雄 もの〉が誕生 して くることにな る。その時で も無

自覚の うちには,神 をそ してそれに纏わ るものに敵対 してぱいるわけだか ら,こ の型に伴

う情動が直接的 に剥 き出 しになるため,詩 人の調刺性に余裕 が生 じず,と い って も全 く調

刺性が な くな る訳 ではな く,作 品の上に現れ る対立関係に於ての笑 いの要素が乏 し くなっ

て,た だその関接 性が ど うして も不鮮 明にな りがち となる とい うだけの ことであ るため,

ある程度の調刺 性は無論 のこと,抑 制が効かず出て くるのが情動であるか ら必然的 にそれ

に連動 して,よ り深部 の情動 も引 き摺 られて出て くる とい うことで将情性は相当み られ る

ことに なる筈 である。 いわ ゆ る詩人 の〈調刺 もの〉 も〈英雄 もの〉 も,こ の敵 対の型 の意

識化が行われているか否か とい うよりその行われ方 の鮮明度の違 い,す なわち意識性が高

いか低 いかに よって情動 の出方 が異 るだけであ ・・て,両 者 ともその基根 とす るところ,堕

罪性 の方 よりもプライ ドの方に よ り大 きく比重がかか ってい ることは 同 じなのである。だ

か ら本来の性格か ら言 えぽ,そ れが意識化 とい う点で それぞれ極端 に働けば,調 刺 ものは

野情性が抑え込 まれ ていよい よ調刺性が強 くな るであろ うし,逆T英 雄 ものは調刺性 など

吹 きとんで しまって残 るは将情性のみ とい うこ とになるで あろ う。

更に ち ょうどこの作品 の場合の よ うに,英 雄 もの と同様s敵 対の型 には無 自覚的であ っ

て も,詩 人の記憶 と素材 にあ る主要素 との引 き合いか ら,調 刺性の基根 となるプライ ドよ

りも,拝 情性の基根 となる堕罪性及び破壊衝動の方に詩人 の〈お もい〉 の比重が よ り傾 く

場合 には当然なが ら更にもっ と意識 性の低 い拝情性の方が濃厚 に打ち出 され る こととな る。

この よ うな作品を敢えてい うな らく拝情 もの〉 と呼びたい ところだが,勿 論根が無意識 の

情動 に関す ることであるか ら,実 際には三者 ともそれぞれ互 いに重な り合 うため,そ れ程

明瞭に区別で きるわけのもので もない。ただ言え るのは,扱 う素材の違 いに よって詩人 に

潜 勢的 な敵意の表面化が異 って くるとい うことのみであ る。

が,と もか くこの作品に於 ては,殊 に詩人 の記憶の深部にある情動が素材 の断頭部分 に

触発 され て,そ の場 面描写 を挿入す ることで詩人 自身の内的エ ネルギ ーが引 き出され るこ

とを無 自覚 の うちに察知 して,そ れを 目的通 りに放出 し得 ているのである。断頭場面はそ

の一つ一つ の表現 自体が送 ってお り,そ れ こそ どっどっと血潮が勢い よく吹 き出てい る感

があ る。 断頭その ものは一回 き りであるが,詩 行にあ る音か らは,特 に破裂音や 摩擦 音
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などの連続に より,こ れでもか これでもか といわんばか りに何度 も何度 も打ちすえ,突 き

刺 し,断 ち切 り,実 際に相手を徹底的に叩きのめさんとする殺意 と情念の送 りが感 じられ

る。 ここにみる情念 こそ正に破壊衝動を伴 う怨念のこもった憤怒である。その ような懐惨

な生kし い描写に於て,詩 人内部の無秩序故にエネルギーとなる深い情動が凝縮 して敵対

の型を通 り,罪 と共にあ って抑圧 されてきた暗い憂愁 として,又 極限に立たされる悲愴感
せき

として,堰 を切ったよ うに奔流 となって噴 き出し叩きつけ られている,こ こに詩人の自身

に よる内的洗浄即 ちカタル シスをみ るのである。 とはいえ,こ れはそ うで もしな くては と

ても死んでゆ く(あ るいは生 きてい く)こ とが出来ないとい う切実なくおもい〉であ り,

自身に纏わ りどうしてもこだわって しま う部分の解決(す なわち顕在意識は勿論のこと無

意識をも含む意識 とい うものが受ける外圧,例 えば病いなどか らくる心身の危機感 とか 自

らの うちに くすぶ る恐怖や敵意などの心身両面の,そ れ も内か らあるいは外か ら駆 り立て

て くる圧力からの解放)を 何 とか計ろ うとしての ことだか ら,そ れは詩人に とっては欠か

す ことの出来 ない必須の生命生理あるいは 自己治療そのものではあるが,幾 ら一旦外に洗

い出して も不浄なものが又再び内に欝積 して くることになる,そ のような傾向まで浄化で

きているわけではない。

何故 なら,損 われた運命の原因を問 うて,そ れは神だ として人生の早い時期 に手近な と

ころで与え られた答に従い,自 身の記憶の一部に形成 された敵対の型に乗せ ることによっ

て,内 に渦巻 く情動を対処的 に吐かせてきたわけだが,考 えてみれば,与 えられ た そ の
は け くち

答 も形成 されたその型 も,意 識そのものが方便一憤葱の疏通ロー として編み出 した も の

であるにもかかわ らず実際には誤謬でしかないか らである。意識に入って来 ようとす る忌

まわ しい現実が意識 自体に とってく対向的に写る〉,つ まり主体 と客体 とがで きて しかも
かい り

それが乖離 してしま う,と い う意識その ものの この絡繰 りこそが詩人にとって堕罪性に繋
あ い て

が る真に呪わ しい対象である筈のものを,対 向的に写 るとい うこの絡繰 り故に,又 叩 き込

まれた教え故に対象を外に見立て,そ れ も自らの人性故に対象に人格的な属性を与え,そ

の対象こそこの被害を もた らす張本人だとし,そ れを記憶の中に組み込んで更にそれをバ

ネ として内に籠った情動を噴出させてきた。その意味で,詩 人の場合,調 刺性の基根 となる
ふさ

敵対の型に しても,意 識自体に とって対向的に写 るその呪わ しさ及びその塞が りか ら,拝情
は か

性に繋がる抑圧 された情動を疏通せ るための水路づけ として働いたに過 ぎない。そ してそ

の調刺精神自体 も詩人の場合にはその基根 となる型通 り,し か もそ こが詩人にとって一番

の問題であるか ら,最 後には意識的にもやは り詩人自身の神を対象にするとい うことにな

らざるを得ない訳であるが,所 詮それが成功 した ところで 自分を呪い自身に唾棄す るのと

同 じで,対 象 とす る神 も教えも借 り物の,又,代 理の処法であるか ら,詩人に とって対処的

自己洗浄を飽 くことな く繰 り返 し続けねばならない,と い うその ような傾向をもた らす意

識そのものの絡繰 りについては何の解決にもなってはいないとい うことなのであ る。
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ほ ぐ

自分 の忌 まわ しい現実に対す るく こだわ り〉が解れて,そ れ 自体をも笑い とぽす ことが

出来 るようにで もなれば,そ の呪わ しさやその塞が りをも打破 し開放 して真に内的な自由

安寧を獲得するとい うこともあるいは可能であるか もしれない。勿論 この ことは何 も詩人

のみに限 ったことではない,普 遍的に誰に も通 じることである。 しかし,誰 しもこだわ っ

ている部分はど うしてもそ こに存在 してしま うので,そ のこだわ りはなかなか抜けないと

い うことになる。 これは結局のところ意識そのものがあることか らくるジレン`7で あるか

ら,意 識の絡繰 り自体をどう解決するか とい うことがやは り問題 として残 されて しまう。

詩人 も実の ところは意識 自体が もつ呪縛性故にそ こに写 る幻影を相手に足掻いているに過

ぎない。そこで,こ こに意味を見い出す とすれば,意 識 のその中で 自身 と対向的に写る幻

との格闘(こ だわ り)に 向か うのではな く,意 識 とい うものがそれ 自体の中で意識の主体

に対 して何事によらず対向的に写 ってしま う,と い うこのこと自体をこそ問題 とすべきで

あるとい うところであろ う。
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